
ストレングス

視点による

情報整理

安全像の構築・安全度

評価

A【肯定的感情とチーム意識の生成】

《参加者の肯定的感情の生成》〈参加者に安心感〉〈対処可

能感〉〈当事者に対する気持ちに変化〉〈担当者への信頼感〉

《担当者の肯定的感情の生成》〈担当者に安心感〉〈担当者に

自信〉《道筋が見える安心感》〈道筋のある安心感〉《安全像・ス

ケーリングによる安心感の共有》〈安全像による安心感の共

有〉〈安全度スケーリングによる安心感の共有〉《手応えと安心

感》〈手応え〉〈期待と安心感〉《チーム意識の醸成》〈協働によ

B【参加者全員の発言と相互理解の促進】

《全員の発言を促進》〈全員が発言〉〈発

言がしやすい雰囲気〉《相互理解》〈意見の

相互理解〉〈役割の相互理解〉〈機関の役割

の理解〉《認識の違いの理解・受け入れ》〈認

識の違いを理解〉〈認識の違いの受け入れ〉

構造化された様式

C【支援プランの円滑な検討と納得のいく決定】

《話し合いを促進》〈支援の糸口がみつかる〉〈気づきの促進〉〈共通認識の促進〉

〈前向きの話し合い〉〈意見・話がまとまりやすい〉《情報共有》〈情報整理のしやす

さ〉〈情報共有のしやすさ〉《やるべきことの明確化》〈流れ/先が見える〉〈話ばぶれない〉《や

りやすいファシリテーション》〈ファシリテーションのやりやすさ〉〈スムーズなファシリテーショ

ン〉《支援内容の検討を促進》〈支援の検討がスムーズ〉〈目標設定がしやすい〉〈プラ

ンに納得〉《支援プラン作成の推進》〈アイデアが出る〉〈実施案と役割分担の決定〉

〈役割実施の助言がもらえる〉《状況変化》〈素早い対応〉〈担当者の関わりかた変化による

シートの特徴

シート活用の効果

図1 AAAケースカンファレンス・シートの特徴と効果
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実施可能なプラン案の

検討

ファシリテーションの枠組み


